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①目標値 ②当初値 ③実績値

国産木材使用率 100 ％ 50 ％ 60 ％
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2030年度 2020年度 2022年度 2023年度

(2) 女性大工の雇用。

①目標値 ②当初値 ③実績値

女性大工の割合 25 ％ 0 ％ 0 ％

６．今後の課題
　　と取組

・新築とリフォームで仕様の統一を推進し、費用及び在庫管理において
　国産木材を使用しやすい環境をつくる。
・女性のお客様には女性職人の需要がある（住みながらのリフォームでも
　安心できる）という内容を含めるなど、積極的な募集を検討する。
・不要物の分別を徹底し、産業廃棄物のさらなる削減を目指す。

2020年度 2022年度 2023年度

連携希望
建設業界での女性職人の採用について情報交換
ができる企業との連携を希望します。

問合せ先

団体名：竹田工務店株式会社
電　話：078-923-5239
メール：info@takeda-komuten.com
担当者：竹田　周平

産業廃棄物を出さない。

2030年度

住宅の新築工事にお
ける産業廃棄物

15 10(3)

５．取組結果

・新築住宅では兵庫県産木材使用率86％を達成。
　リフォームでは数物件において国産木材のフローリングを使用した。
・社員大工を募集したが、女性からの応募がなく、男性１名を採用した。
・再利用できる木材を積極的に使い、これまで年1回以上あった木くず
　指定の産業廃棄物回収を行わなかった。

４．主な取組の達成状況

(1) 生産管理されている国産木材を使用する。
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①目標値 ②当初値 ③実績値

0 ㎥

2022年度あかしＳＤＧｓパートナーズ実績報告書

１．2030年までに
  達成したいこと

生産管理されている国産木材を100%使用、環境負荷のない家造
り、ジェンダー平等の雇用の実現、全スタッフが働きがいのあ
る仕事、満足のいく報酬、ライフサイクルコスト(LCC)を考え
た世代を超える家造り、同業・地域と助け合う仕事 ３．関連する

　ゴール

２．取組の概要

・環境を損なわない持続可能な木材を使う。
・雇用における男女格差をなくす。
・ライフサイクルコスト(LCC)を考えた、
　劣化が少なくメンテナンスが容易で持続可能な家造り。
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